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研究課題 多元主義的存在論による新しい批判的社会理論の開拓 

 

Ⅰ．研究計画の概要 

   研究の計画について、平成 21 年度科学研究費補助金申請時の計画概要を記入ください。 

「多元主義的存在論」とは、私のオリジナルな理論構想を表現するものである。現代の哲学ならびに社会理論の動向は、認識論的観点が優

先する主観主義的傾向の影響を強く受けている。このような主観主義的諸前提からは、諸個人の主観を超える社会の客観的な諸構造の存在論的

位置を明確できず、社会的出来事の取り返しのきかない峻厳性という人間社会における諸行為のもつ倫理的問題構造さえ理論的にはがうまくと

らえられなくなる。近代のデカルト以来根強い主観主義の傾向に侵食されて、現代の社会科学においては、実在論をきちんとした基礎をもって

論じることの重要性を軽視視実在論への根拠のない不信と、根拠のない主観内部の知の「内的親密性」によりかかって「安心」を得る委縮状態

に陥っている。本構想は、このような近代以来深まってきた主観主義的な閉塞状況を克服し、世界の現実性と多元性を承認する実践的批判的実

在論へと社会科学の方向を転換させ、新たな批判的社会理論の基礎固めをおこなうことを目的にしている。この存在論の方向に向けた理論的探

求は、社会哲学および社会学理論の刷新という意味で大きな意義があるものと考えている。それは、私なりにマルクスの社会的存在論の思想を

探り出すなかで着想されたものであるが、マルクス思想とは全く異質とも言えるK.RポパーやM.ヴェーバーの独特の自由主義思想のなかに多
元主義的存在論の基本構想を析出する作業と結びつけられるものである。また、哲学的には、多元主義的存在論を深く探求しているニコライ・

ハルトマンの存在論から学びとり、その社会理論への応用発展を目指している。この他に、実在論的社会科学の構築を目指す運動は、バスカー

らのイギリスの「critical realism」の研究グループによっても志向されている。本研究は、この派の研究からも批判的に学び、それを超える理
論構想に育てていくもくろみを持っている。今年度は、M.ヴェーバーの多元主義的存在論の思考を読み解く研究を継続すること、Critical 
Realismの批判的研究を進めること、にした。 
 

Ⅱ．研究成果の概要 

   研究成果について、概要を記入ください。 

本年度は、ヴェーバーにおける多元主義的存在論の思考の析出と、Critical Realismの批判的研究、心身問題につ

いての議論状況の把握を中心に研究を進めた。ヴェーバーについては、ヴェーバーの理念型概念について、客観的

現実の反映ではなく、現実と理念型とは異質的であるとして両者の断絶が主張されている。このヴェーバーの主張

が、認識論的な断絶と捉えられ現実を主観において構成することが社会科学的認識であると主張するものと誤解さ

れてきた。ヴェーバーのこの主張は、なんら認識論的な断絶としてではなく、概念（主観的世界）と現実（客観的

因果世界）との存在論的断絶として理解されうることを論証するための作業を進めてきた。存在論的断絶であれば、

概念についての主観構成説の存在論的意義が明らかになり、同時に社会的現実についてのヴェーバーの実在論的解

釈と整合する。この点を、論証的に論じる展望は明らかになってきているが、諸般の事情で、今期は、まだ論文化

できていない。Critical Realism に関する批判的研究を継続し、同グループからBhaskarの Spiritual Turnを批

判する文献、マルクス主義との関連を論じた文献などを中心に研究した。心身問題については、多元主義的存在論

にとって、主観の意識的活動の存在論的次元と物質次元との関連を扱う重要論題になる。近年の議論状況について

サーベイし、ポパーやバスカー、ハルトマンの議論を現代の議論状況の中にどのように位置づけられるか、おおま

かな見通しを得ておく必要が生じ、検討する作業を行った。 
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